
港湾局管内一円工事特記仕様書 

制定 平成 24 年 7 月 17 日 
最近改訂 平成 25 年 4 月 1 日 

１  適用等 

この特記仕様書は、港湾局が発注する管内一円の工事に適用するものとし、請負人は、工事

の進捗に伴う執行管理を適正に行うため、以下の項目を遵守しなければならない。 

２  監督員の指示 

(1)  請負人は、監督員による 1 箇所ごとの第 1 号様式『管内一円工事監督員指示書(副)』(以下、

「指示書」という。)を受け、指示された内容を施工しなければならない。 

ただし、緊急を要する場合はこの限りでない。 

(2)  請負人は、「指示書」に基づき速やかに施工するものとし、「指示書」に記載されている工事

概要の現場確認を行い、施工前に内容等について監督員と協議しなければならない。 

(3)  請負人は、緊急を要する場合の監督員以外の当該課・事務所の職員による指示についても

履行するものとし、口頭による指示の場合も請負人は、履行しなければならない。 

なお、監督員は、「指示書」の日付を口頭で指示した日付とし、請負人は、施工後、速やかに

指示に対する施工内容の報告・確認を監督員に行うこと。 

(4) 請負人は、監督員の指示内容と現場が一致しない場合は、現場の安全の確保を行った後に、

ただちに監督員に連絡し、対応について協議しなければならない。 

(5)  請負人は、「指示書」の写しを完成書類に添付しなければならない。 

３ 監督員への報告 

(1)  請負人は、施工状況について、必要に応じ又は監督員に求められた場合、連絡又は報告し

なければならない。 

(2)  請負人は、「指示書」に基づく１施工箇所の工事が完了したときは、第 2 号様式『管内一円工

事完了報告書』（以下、「完了報告書」という。）を正・副 2部作成し、第 3号様式『管内一円工事

進捗状況報告書』（以下、「進捗状況報告書」という。）と併せ、工事写真等の関係書類を添え

て、工事の完成日の翌日から７日以内(土日祝祭日及び 12 月 29 日から 1 月 3 日を除く。)に監

督員に提出しなければならない。 

なお、仕様・数量を記載した「内訳書：設計書と同一様式」は、工事の完成日の翌日から10日

以内(土日祝祭日及び 12 月 29 日から 1 月 3 日を除く。)に「完了報告書(副)」の写しを「内訳書」

に添付して提出しなければならない。ただし、施工量や施工内容等の現場状況により、これによ

り難い場合は監督員の承諾を得た上で「内訳書」の提出期限を変更できるものとする。 

(3)  請負人は、仕様・数量を記載した「内訳書」の提出に際しては、詳細な出来高の根拠となる

計算書等の資料を併せて提出しなければならない。 

(4)  請負人は、「完了報告書」及び「進捗状況報告書」に、概算直接工事費を必ず記載しなけれ

ばならない。なお、「進捗状況報告書」に記載する出来高金額確認用の直接工事費（設計）は、

当初の官積算額とし、監督員に確認すること。 

(5)  請負人は、監督員からの精査に関する資料要求に際しては、速やかに対応し、その資料を

提出しなければならない。 

また、監督員から見積書の徴収依頼があった場合も同様とし、その資料を速やかに提出しな

ければならない。 



４ 出来高の確認 

(1)  請負人は、出来高に関する執行管理を適正に行うとともに、変更等が生じた場合は、速やか

に監督員と協議しなければならない。 

(2)  請負人は、監督員による出来高精査の状況を、常に調整し共有すること。 

(3)  請負人は、監督員が現場確認及び完成図書による確認を行った時点において、差異が判

明した場合は再協議しなければならない。 

(4)  請負人は、「進捗状況報告書」を提出する際には、監督員と協議し、工事ごとの最新の出来

高金額を概算直接工事費欄に記載しなければならない。また、指示された全ての箇所につい

て記載するものとし、施工前は施工予定日、完了前は完了予定日を記載しなければならない。 

(5)  請負人は、「進捗状況報告書」の概算直接工事費の出来高が遅くとも 80％となる時に、監督

員の精査について協議を行い、出来高金額を確定し共有しなければならない。 

５ 調査・緊急出動 〔この項目は、調査・緊急出動がある工事にのみ適用する〕 

(1)  請負人は、調査・緊急出動において作業員 1 班 5 人以上が常に出動可能な 24 時間体制を

整えること。 

(2)  調査出動は、緊急時における出来高の無い作業及び現場調査のための出動とし、緊急出

動は、緊急時に簡易な工事が伴う出動とする。 

(3)  請負人は、調査・緊急出動に際し、設計書に示されている人員(調査出動１班３人、緊急出動

１班５人)で出動しなければならない。ただし、現場状況による出動人員等の変更は、監督員の

指示又は協議に基づき決定する。なお、調査・緊急出動を実施したときは、現場において、出

動人員、現場状況及び作業状況の確認が可能となる写真を撮影し、完了報告時に提出しなけ

ればならない。 

(4)  請負人は、調査・緊急出動の指示を受けたときは、１時間以内に現場に到達し、監督員等（監

督員以外の当該課・事務所の職員を含む。）に状況を連絡するとともに、対応を協議しなければ

ならない。 

なお、連絡及び協議が困難な状況の時は、安全の確保を優先し、現場の対応を図ることとし、

出動人員等は請負人の判断とする。 

(5)   請負人は、本工事に必要な車両類、資機材及び保安機材を常に確保しておくこと。 

(6)  上記以外の出動に関する条件等については、工事ごとの「現場説明書」及び別に定められ

た「特記仕様書」等を参照すること。 

６  その他 

(1)  本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」の対象

外とする。ただし、１施工箇所の工事金額が経費を含めて 500 万円を超えた場合は、建設リサ

イクル法の対象になるので、着手前に手続きを行うこと。 

(2)  施工計画書の記載内容は、工事概要、現場組織表、使用機械、緊急時の体制、安全管理

及び再生資源活用計画とする。なお、監督員が他の項目を指示した場合には、追加しなけれ

ばならない。 

交通管理は、交通管理者との協議等によること。使用材料は、使用材料承諾願を監督員に

提出し、承諾を得たのちに使用すること。 

(3)  その他、この特記仕様書に記載のないものは、監督員と協議しなければならない。 



 

 

号

平成 年 月 日

現場代理人 様
 

印

標記工事の施工について、次のとおり指示します。

注)1

注)2

注)3

(備考)

正

　特　記　事　項

　工  事  概  要（工種、延長、幅員、面積等）

担当監督員

請負人

指示番号　第　

工  事  場  所

受領印主任監督員

第１号様式

工 事 名

管内一円工事監督員指示書

所　属　

完成書類に同指示書(副)の複写したものを添付してくだ
さい。

総括監督員氏名

署名することにより氏名記入及び押印に代えることができる。

完了後は、第２号様式『管内一円工事完了報告書』と第
３号様式『管内一円工事進捗状況報告書』に概算直接工
事費を記載し、工事写真等の関係書類を添えて、工事の
完成日の翌日から7日以内（土日祝祭日、12月29日～1月
3日を除く。）に提出してください。

同指示書(副)を請負人に提出してください。



号

平成 年 月 日

様
 

印

標記工事の施工について、次のとおり指示します。

注)1

注)2

注)3

(備考)

副

所　属　

工 事 場 所

指示番号　第　

主任監督員 担当監督員

　工  事  概  要（工種、延長、幅員、面積等）

工 事 名

完成書類に同指示書(副)の複写したものを添付してください。

第１号様式

請負人

　特　記　事　項

完了後は、第２号様式『管内一円工事完了報告書』と第３号様式『管
内一円工事進捗状況報告書』に概算直接工事費を記載し、工事写真等
の関係書類を添えて、工事の完成日の翌日から7日以内（土日祝祭日、
12月29日～1月3日を除く。）に提出してください。

同指示書(副)を請負人に提出してください。

管内一円工事監督員指示書

署名することにより氏名記入及び押印に代えることができる。

総括監督員氏名

現場代理人



平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

第２号様式

号

年 月 日

様

印

標記の工事について、次のとおり完了しましたので報告します。

年 月 日 年 月 日

　

注)1 当様式とともに第３号様式『管内一円工事進捗状況報告書』を提出してください。

注)2

注)3

注)4

注)5

(備考)

管内一円工事完了報告書

正

平成

工事概要（工種、延長、幅員、面積等）

請負人

総括監督員

工 事 名

所属　　

確
認

現場代理人

着手年月日

概算直接工事費

平成

供覧

供覧済

完結

共通仮設費の積上金額(交通誘導員等)が顕著な場合や支給品等ある場合には、工事概要に(　)書きで記入

してください。

平成

主任監督員

指示番号　第

　工 事 場 所

完成書類に同完了報告書(副)の複写したものを添付してください。

必要に応じ供覧者の設定を行ってください。

概算工事費は必ず記載するものとし、金額は10万円単位、10万円未満は1万円単位としてください。
ただし、１箇所の工事金額が少額の場合等、監督員と協議により、表示単位を変更できます。

担  当係　長課・所長

完了年月日

主任監督員は、工事写真等での確認を行うものとし、署名により押印に代えることができる。



第２号様式

号

年 月 日

様

印

工 事 名

標記の工事について、次のとおり完了しましたので報告します。

年 月 日 年 月 日

　

注)1 当様式とともに第３号様式『管内一円工事進捗状況報告書』を提出してください。

注)2

注)3

注)4

注)5 主任監督員は、工事写真等での確認を行うものとし、署名により押印に代えることができる。

完成書類に同完了報告書(副)の複写したものを添付してください。

平成

現場代理人

平成

　工 事 場 所

着手年月日 平成 完了年月日

総括監督員

共通仮設費の積上金額(交通誘導員等)が顕著な場合や支給品等ある場合には、工事概要に(　)書きで記入

してください。

管内一円工事完了報告書

所属　　

工事概要（工種、延長、幅員、面積等）

指示番号　第

副

概算工事費は必ず記載するものとし、金額は10万円単位、10万円未満は1万円単位としてください。
ただし、１箇所の工事金額が少額の場合等、監督員と協議により、表示単位を変更できます。

請負人

主任監督員

確
認

概算直接工事費



 

第３号様式

平成 年 月 日

様

現場代理人     印

　次のとおり、施工箇所の完了に合わせ現在の工事進捗状況を報告します。　　

平成 年 月 日

平成 年 月 日

％

注）1 第2号様式の『管内一円工事完了報告書』と必ず一緒に提出してください。

注）2 直接工事費(設計)は当初の官積算額を記入してください。

注）3

注）4

注）5

(備考) 行が不足する場合は、行を挿入して使用願います。

共通仮設費の積上金額(交通誘導員等)が顕著な場合や支給品等がある場合には、工事概要に(　)書きで
記入してください。

今回工事までの進捗率（金額ベース） 合計 0

指示されている箇所は全て記載するものとし、施工前及び完了前は予定年月日を(　)書きで記入してく
ださい。

概算 注)5

直接工事費

指示
番号

指示注)3

年月日

施工
(予定)
年月日

完了
(予定)
年月日

施工場所 工事概要

契約年月日 契約金額

完成期限 直接工事費(設計) 注)2

概算工事費の金額は10万円単位、10万円未満は1万円単位としてください。
ただし、１箇所の工事金額が少額の場合等、監督員と協議により、表示単位を変更できます。

管内一円工事進捗状況報告書

所属

主任監督員

請負人　

工　事　名


